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長崎街道（小倉～長崎間 57里：２２８㎞）のうち、江北町

の小田宿～百貫（白石町）～鹿島（鹿島市）～浜（鹿島市）～

多良(太良町)～湯江（諫早市）～諫早市の永昌宿までを通る道の

ことで、長崎街道多良往還・長崎街道多良通り道筋・多良海道

などと呼ばれてきました。 

この多良海道は、長崎奉行や佐賀藩主の長崎警固の際に利用

していた有明海を縦断する海路が時化や潮の影響で陸路に変え

た時に利用した代替道としての役目を持っていました。 

また、この道は佐賀本藩の処分に対し不満を持つ多良海道沿

いの村々の農民や武士が、寛永３年（１７５０年）多良に集結

して巻き起こした「諫早一揆」の舞台でもありました。 

多良岳山系の中腹を通る多良海道からの有明海の展望や六地

像などこの沿線で見られる文化遺産を活かして、誰でも利用で

きる歴史と観光を融合した散策道として、平成２１年から２年

かけて太良町教育委員会が、沿線の除草、雑木の伐採、簡易階

段の敷設や案内板･標柱設置等、整備を行いました。 

山茶花の茶屋後案内板 山茶花溜池付近の海道 

多良海道記念碑 海道沿いの八天宮 

多良海道七曲付近（小田地区） 
嘉瀬の坂より小田方面へ 

壇徒坂の六地蔵 百度道(針牟田) 

石垣が残る夏坂 矢答道～片峰へ通じる長坂 

岳の新太郎の墓 
多良へ向かう矢答入口 



 

凡例 

● ：史跡 or 名所 

卍 ：寺 

  ：神社 

 ：城址 

━━━━ ：多良海道    

幸せの鐘 

岳の新太郎像 

川上神社跡 

一里塚跡 

淡島神社 

城山城跡 

諏訪神社 

古賀宿上使屋跡 

夏坂 

畑田八幡宮 

大野城跡 

六地蔵 

宇賀神社 

山神 

正 円 寺 墓

六地蔵 

城の辻城址 

弘法大師堂(奥の院) 

弘法大師像 

荒穂神社跡 

梵字石 

留岡八幡社(城跡) 

浅間神社 

諏訪神社 

八天神社 

一里塚跡 

駕籠立場跡 

観音堂 

御手水権現 

観光歴史マップ 

茶屋神社 

山茶花水茶屋跡 

郡境石 北藤津郡／南高来郡 

多良海道記念碑 

山茶花の茶屋の案内板 

長坂口 

道の駅太良の 

岳の新太郎像 

多良宿上使屋跡 

六地蔵 

竹崎観世音寺 

一里塚跡 

大岩 

大木虫池 

矢答峠 

太良天文台 

健康の森公園 

矢答水置場 

湯牟田古墳 

天 満 宮 

戸口神社 

海中鳥居 

大魚神社 

岳の新太郎墓碑 

伊福城址 

太良嶽神社 

住吉神社 

大浦神社 

熊野神社 

浅間神社 

八坂神社 

田古里古墳 

三社大権現 

比翼塚 

竹崎観世音寺 

夜灯鼻灯台跡 

道越古墳 

竹崎城址 

太良嶽神社上宮 

十六羅漢 

役の行者座像 

卍 

長坂 

六地蔵 

正知田城跡 

夜灯鼻灯台跡 

海中道路 ＆ 海中鳥居 
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